 00．基本・共通用語




	項番
	用語
	定義
	英語表記
	参考

	00.01
	販売・閲覧
	
	
	　

	00.01.01
	オンライン書店
	オンラインで書籍，雑誌，電子書籍などを受注し， オンライン， 宅配便などで届ける販売事業者。
	online bookstore
	インターネット書店（ネット書店）， バーチャル書店（仮想書店），電子書店ともいう。店売りの時間的・地理的な制約がない。

	00.01.01.01
	アフィリエイト
	本，デジタルコンテンツなどをウェブサイトで紹介し，オンライン書店にリンクを張り，リンク経由で売れたら，売り上げの一部が支払われる仕組み。
	affiliate
	　

	00.01.02
	電子図書館
	図書文献をデジタルアーカイブ（資料などを電子的に保管し，資料館の関連を保持した状態で管理されたもの）の形で保存し，ネットワーク上で利用可能にした図書館。
	digital library
	デジタル図書館ともいう。

デジタルアーカイブによる書誌検索サービス自体を言う場合もある。

	00.02
	出版形態
	　
	
	　

	00.02.01
	電子書籍
	書籍の見せ方を維持して記述したデジタルコンテンツ。又は，そのデジタルコンテンツを含む端末。
	electronic book
	eBook又は電子本ともいう。

	00.02.02
	オンラインジャーナル
	オンラインで出版提供される定期刊行物。
	online journal
	　

	00.02.03
	オンラインマガジン
	オンラインで出版提供される雑誌的な内容の情報。
	online magazine
	ウェブサイトを訪れて閲覧するウェブマガジン， 及び定期的にメールで配信されるメールマガジン（メルマガ）がある。

	00.02.03.01
	ウェブマガジン
	ウェブサイトにおいて雑誌形態にて定期的に各種情報を提供するサービス。
	web magazine
	

	00.02.03.02
	メールマガジン
	編集された情報を電子メールを使って配信するサービス。
	mail magazine
	メールニュース，メルマガともいう。

	00.02.04
	電子カタログ
	電子化した商品情報の集合。
	electronic catalog
	ウェブで行われる通信販売サービスに使用されることが多い。

	00.03
	電子出版関連規約
	
	
	　

	00.03.01
	DocBook
	出版業界用に開発した文書構造のためのDTD（文書型定義）。
	DocBook
	OASIS（Organization for the Advancement of Structured Information Standards）の技術委員会で開発された。

	00.03.02
	JepaX
	日本電子出版協会（JEPA）が策定した出版業界向けのデータの記録及び交換を目的としたXMLに基づく文書フォーマット。
	JepaX
	JepaXは，“ジェパエックス”と読む。

	00.03.03
	EPWING
	EPWINGコンソーシアムが策定した日本語電子出版情報の検索データ構造の規定。
	EPWING
	EPWINGは，“イーピーウィング”と読む。
このデータ構造をJIS X 4081:2002が規定する。

	00.03.04
	NETEB
	電子ブックコミッティーが策定した電子出版データ交換のためのXMLに基づく文書フォーマット。
	NETEB
	NETEBは，“ネットイービー”と読む。

	00.03.05
	エキスパンドブック
	米国のVoyager社が開発したオーサリングソフトウェア又はそれによって制作された出版物。
	Expanded Book
	専用文書フォーマットにEBKファイルがある。

	00.03.06
	T-Time
	日本のボイジャー社が開発した文字，HTML・TTZに含まれる画像及び図形データを表示する電子出版のためのビュア。
	T-Time
	専用文書フォーマットとして，TTZファイルがある。

	00.03.07
	Acrobat
	PDF文書の作成，表示などを行うAdobe Systems社が開発したソフトウェア。
	Acrobat
	PDFはTR X  0026:2000が規定する。

	項番
	用語
	定義
	英語表記
	参考

	00.04
	検索
	
	
	

	00.04.01
	メニュー検索
	目次形式の一覧から求める項目の検索。
	menu search
	

	00.04.02
	語句正規化
	検索の際に，索引内のキーワードの文字列と，検索語として入力された文字列との比較を容易にするための文字列の表現統一。
	
	

	00.04.03
	ハイパリンク
	情報をある固まりに分けて，それぞれの情報の固まりを多様な順序で相互参照できる関係又は仕組み。
	hyper link
	ハイパテキスト参照。

	00.04.03.01
	参照検索
	文章内の文字列から，該当する項目に分岐する検索。
	reference search
	ハイパリンクの一種。

	00.04.03.02
	しおり
	本のしおりと同様に， デジタルコンテンツに対して後で戻りたい箇所につける印。
	
	

	00.04.03.03
	ブックマーク，お気に入り
	しおりに似たウェブブラウザの機能で，気に入ったウェブサイト又は頻繁に閲覧するデジタルコンテンツのリンク先を登録して次回以降のアクセスを容易にする機能。
	bookmark， favorites
	

	00.05
	表現
	
	
	

	00.05.01
	ビュア
	文書を閲覧するためのアプリケーションソフトウェア。構造化文書の構造又は最終形式の文書を表示可能にしている。
	viewer
	SGML文書及びXML文書のビュアには文書構造の設計，閲覧，検索ための機能を備えたものもある。

電子書籍の専用ビュアのように固有の最終形式を閲覧するためのもの又は別の形式での保存機能をもつものがある。

	00.05.02
	ページ
	ａ） 本，ノートなどの紙の枚数を片面ごとに数える単位。又はその順序を示す数。

b） アプリケーションソフトウェアで印刷又は画面表示する単位。
	page
	頁とも書く。

	00.05.02.01
	ウェブブラウザ
	WWWサーバの情報をクライアント側でたどり閲覧するためのソフトウェア。
	web browser
	Netscape Navigator，Internet Explorerなどがある。

	00.05.02.02
	ウェブページ
	ウェブブラウザで表示されるコンテンツの１単位。
	web page
	ページともいう。

	00.05.02.03
	ページビュー
	ウェブサイトにあるウェブページのアクセス数。
	page view
	1日約1万ページビューなどと表現する。この数はウェブサイト上のデジタルコンテンツをウェブブラウザが何回表示したかを示す数字。


01. ウェブ応用用語

	項番
	用語
	定義
	英語表記
	参考

	01.01
	閲覧制限
	
	
	

	01.01.01
	レーティング
	暴力的な表現又は性的情報のレベルによりウェブサイト又はコンテンツを格付けをすること。
	rating
	格付けをすることで，フィルタリングソフトウェアを介して，不適切な情報を閲覧できないよう制限できる。これにより，学校又は教育施設にあるインターネット環境を守ることが可能となる。

	01.02
	クリックレート
	ウェブ上の広告の効果を計る指標。広告がクリックされた回数を，広告が表示された回数で割ったもの。
	click rate
	“クリックスルーレート”ともいう。この値が高いほど利用者は広告に反応しており効果の高い広告といえる。

	01.02.01
	クリック課金
	ウェブ上のバナー広告に対するクリック回数によって広告料金を決める方法。
	
	


	項番
	用語
	定義
	英語表記
	参考

	01.03
	ストリーミング
	ウェブを通じて映像，音声などのマルチメディアデータを視聴する際に，データを受信しながら同時に再生することを可能にする技術。
	streaming
	ストリーミングを利用することで，ファイルサイズが大きい動画データでもダウンロード時間を無駄に待つことなく再生できるほか，撮影した動画をリアルタイムで配信することもできる。情報配信者側から見るとダウンロード型配信と比べてクライアント側にデータが残らないため，セキュリティが高い。

	01.04
	バナー広告
	ウェブ上に示される画像による広告。
	banner advertising
	広告の形が横長の矩形が多かったことによりバナー（横断幕）と呼ばれるようになった。


02. メール関連用語

	項番
	用語
	定義
	英語表記
	参考

	02.01
	HTMLメール
	本文をHTMLで記述した電子メール。
	HTML mail
	通常の電子メールでは不可能な文字の色付け，フォントサイズの変更，画像の埋め込み，表の使用など。

	02.02
	オプトインメール
	利用者によって登録された分野の広告だけを送る電子メール。
	opt-in mail
	送信者にとって不要な広告配信を軽減でき，利用者の反応率を高めることができる。

	02.03
	スレッド表示
	関連する一連のメールの主題をツリー状に表示すること。
	thread view
	メーリングリストのメッセージなどを整理して読みたい時にもちいる。


03. オンデマンド出版用語

	項番
	用語
	定義
	英語表記
	参考

	03.01
	オンデマンド出版
	利用者からの要求があったときに， 出版物の内容を提供する電子出版形態。
	publishing on demand
	次の形態に分類される。

a） コンテンツを紙の本として印刷製本するプリントオンデマンド。これによって， ごく少部数の発行が可能になる。

b） CD-ROMなどの可換記憶媒体に記録するパッケージ型オンデマンド。

c） ネットワークを介して利用者の端末にダウンロードして読むネットワーク型オンデマンド。

d） ネットワークを利用して端末に配信し， その端末から利用者が可換記憶媒体に記録するネットワークパッケージ混合型オンデマンド。

	03.01.01
	カスタム出版
	既存の文書データを取捨選択して“自分だけの本“を作成すること。
	customized publishing
	オンデマンドセルフパブリッシング，オウンパブリッシングともいう。

例えば， 村上龍の“共生虫”（2000年3月， 講談社刊）， “希望の国のエクソダス”（2000年7月， 文藝春秋社）がこの形態で出版された。


04. コンテンツ関連用語

	項番
	用語
	定義
	英語表記
	参考

	04.01
	マルチメディアタイトル
	本，音楽，デジタルコンテンツなどの題名又は作品。
	multimedia title
	タイトルともいう。



	04.02
	デジタルコンテンツ
	文書，画像，音声で表されるデジタルデータの内容又はその集合。
	digital contents
	コンテンツともいう。

	04.02.01
	キラーコンテンツ
	多くの利用者から注目される， 集客力の高い（ことが期待される）コンテンツ。
	killer contents
	

	04.03
	オーサリング
	電子出版タイトルの編集作業。
	authoring
	


	項番
	用語
	定義
	英語表記
	参考

	04.03.01
	ストーリーボード
	デジタルコンテンツの意味内容の流れを視覚的に確認しやすくするための画面展開の重要部分。
	storyboard
	ストーリーボードは全体の流れを検討するプレゼンテーションで使用される。それに対して絵コンテは実際の制作作業のための指示書として使われる。

	04.04
	SMIL
	Synchronized Multimedia Integration Language（同期マルチメディア統合言語）の短縮形。

画像，音声，文字など様々な形式のデータの再生を制御して，表示タイミングの同期を記述するための言語。
	SMIL
	SMILは“スマイル”と読む。

W3Cによって勧告された。

どの位置にどのタイミングでどのくらいの時間表示するのかなどが制御できる。

TR X 0014:1999がSMIL 1.0を規定する。

	04.05
	著作権保護
	
	
	

	04.05.01
	電子透かし
	音楽，画像，動画などのデータの中に，品質に影響を与えない形で特別の情報を埋め込む技術，又は埋め込まれたデータ。
	digital watermark
	不正コピー，改ざんなどの行為を防止するための著作権保護にもちいる。

	04.06
	素材
	
	
	

	04.06.01
	ハイパテキスト
	文書の任意の場所に，他の個所又は他の文書の位置情報を埋めこみ，複数の個所又は複数の文書を相互に連結できる仕組みを施した文書。
	hyper text
	他の個所を指す位置情報をもとに，複数の個所又は他の文書を任意に行き来できることから，順に読み進む従来の文書を超えた新しい文書という意味で“ハイパテキスト“という。

	04.06.02
	スタイル指定
	文書の論理要素などに対して， レンダリングに必要な表示属性を与えること。
	style specification
	


  





  





  





  





  





  








